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■ごあいさつ    校長 木村敏明 

 5 月とは思えないような暑さが続いています。

昼夜の寒暖差もあり、着る服選びに困りますね。 

 学校の衣替えは6月1日からですが前後1週

間は移行期間として冬服と夏服の混在を認めて

います。生徒は体調に合わせそれぞれ判断して

いるようです。地域の皆様にとっては、町中で見

かける生徒の姿に戸惑いもあるかもしれません

が、健康に配慮してのことですのでご容赦くだ

さい。なお、職員は 5 月から軽装を認めていま

す。上着なし、ノーネクタイによりクールビズを

励行していますのでご理解ください。 

 さて、今年の勿来高だよりは、生徒の活動近況

をできるだけ多く広報できるよう努めて参りま

す。なお、記事の内容はホームページにも掲載し

ますので合わせてご覧ください。 

 

■３年生町内清掃！ 

５月１０日(金)、午後の時間を使って、三

年生が町内清掃を行いました。日頃お世話に

なっている学校周辺の皆様へ、少しでもお役

に立てればと思っております。 

 

 

 

 

■今日は教えません。 

５月１５日(水)、２

年生の数学Aの授業

の冒頭、先生は「今

日は教えません」と、

宣言しました。主体

的に考え、行動することで、課題解決力を身につ

けるための学習です。 

分かった人が、分からない人に教えることでお

互いのより深い理解

につながる。さらに、

この学び合いが、ク

ラスとしてのチーム

ワークを高め、お互

いを理解し合うことにもつながります。 

はじめはひとりで頭をかかえていた子供た

ち・・・。数名が１問目を解き終わると、次第に

「教えて」「どうやるの」と席を移動し学び合う

姿が見られるように

なりました。分かっ

たときはガッツポー

ズで、黒板に駆け上

がる生徒も・・・。 

熱気のある教室。眠たいなんて言わせない、そん

な情熱のこもった授業でした。 

 

■１学年共生プログラム 

５月１７日(金)の５，６校時にいわき支援学校

共に学ぼう 未来に向かって 
勿来高だより 



くぼた校の瀧本分校

長を講師に迎え、第

２回共生プログラム

を実施しました。 

言葉を使わずに相

手に自分の行きたい先を伝える体験、アイマス

クをして目が見えない状態で歩行する体験を行

いました。これらの体験を通して障がいが日常

的に存在すること、

環境整備や周りの手

助けによってその障

がいを感じずに生活

できることを学びま

した。参加した生徒達は「「共に生きる社会」の実

現を目指していく意識が高まりました。 

次回の共生プログラムでは、くぼた校の生徒

とともに作業学習の体験を行います。 

 

■尊重と助け合い・・・ 

 5月27日「 月）に、同じ校舎で学ぶ勿来高生

と、くぼた分校生と

が合同で、避難訓練

を行いました。火災

発生の放送から、避

難終了までおよそ 5

分。騒がず、焦らず落ち着いた態度で行動するこ

とができました。 

 でも本当に火災や

地震が起きたら、慌

ててしまうこと

も・・・。両校の生徒

が互いを尊重しながら行動していきましょう！ 

■３年進路ガイダンス 

 ５月１７日(金)、

３年生の進路ガイダ

ンスがありました。 

 勿来高校ではとに

かく進路指導にこだ

わり、全学年で年間を通して実施しています。 

 

■おなかへったよ～！ 

今日は何を食べよ

うかな？パンにしよ

うかな？ 

植田町にあるキム

ラヤさん。勿高生に

とって懐かしい味。クリームパン、メンチパン、

チョコパン、焼き肉パンなどおいしいパンがた

くさんそろっています。 

それとも・・・ 

お弁当にしようか

な！ 勿来町にある

ランチBOXさん。唐

揚げ弁当、ビーフカレ

ー弁当、日替弁当、おにぎり弁当、のり弁などメ

ニューも豊富です。 

でも・・・ 

おにぎり持ってき

たし・・・おかずだけ

買おうかな！勿来町

にあるフードショッ

プ市川さん。メンチ、コロッケ、ハムカツなど美

味しいお惣菜がそろっています。 

勿来高校はお昼もにぎわっています！ 


